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アンケート調査③小学校１・２・３年生保護者案 

 

【調査ご協力のお願い】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２７年６月 

国立市長   

 

 

１ 調査票は、宛名のお子さんの保護者がお答えください。 

２ ご回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などを記入していた

だく場合があります。 

３ 質問によって、「○は１つ」「○はいくつでも」など、回答数を指定している場合

は、指定の範囲内で○をつけてください。 

４ 設問のご回答によって、次の設問に回答していただく必要がなくなる場合があり

ますので、ことわり書きに従って回答してください。 

特にことわり書きのない場合は次の設問にお進みください。 

５ ご記入が済みましたら、お手数ですが同封の返信用封筒に三つ折りで入れて、 

●月●日（●）までにご投函ください。 

 

 

ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、 

下記までお願いいたします。 

 

  

【ご記入にあたってのお願い】 

資料 No.9 
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問１ この調査票に回答していただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた

関係でお答えください。（○は１つ） 

１．母親  

２．父親    

３．１・２以外の方（具体的に：          ） 

 

問２ お住まいの地区はどちらですか。（平成 27 年●月●日現在）（○は１つ） 

１．東 ６．谷保 

２．中 ７．青柳 

３．西 ８．石田 

４．富士見台 ９．泉 

５．北 10．矢川 

 

問３ 現在のお住まいは、次のどれにあたりますか。（○は１つ） 

１．持ち家（一戸建て）  

２．分譲マンション  

３．賃貸マンション・アパート・借家 

４．社宅・官舎・寮 

５．その他（               ） 

 

問４ あなたは、通算で何年くらい国立市に住んでいますか。（○は１つ） 

１．１年未満 ４．10 年以上 20 年未満 

２．１年以上５年未満 ５．20 年以上 30 年未満 

３．５年以上 10 年未満 ６．30 年以上 

 

問５ あなたは、国立市に愛着を感じていますか。（○は１つ） 

１．愛着を感じている  

２．まあまあ愛着を感じている  

３．どちらとも言えない  

４．それほど愛着を感じていない 

５．まったく愛着を感じていない 

 

問６ あなたは、これからも国立市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

１．住み続けたい  

２．国立市内の他の地域に住みたいと思う  

３．東京都内の他のまちに住みたいと思う  

４．東京都以外のまちに住みたいと思う 

５．わからない、考えたことがない 
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問７ 国立市における次の項目の満足度をご回答ください。それぞれの右の欄のあ

てはまる番号に○をつけてください。 

 １ 
不満 

２ 
やや 
不満 

３ 
どちらとも
言えない 

４ 
やや 
満足 

５ 
満足 

①買い物の利便性 １ ２ ３ ４ ５ 

②飲食店の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

③娯楽環境 １ ２ ３ ４ ５ 

④交通の利便性 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤子育て支援サービス（施設環

境・相談窓口・情報提供） 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑥教育環境 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦医療施設（病院等）の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧社会保障（福祉）制度の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

⑨行政サービス １ ２ ３ ４ ５ 

⑩公園・スポーツ施設等の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

⑪文化施設・公民館等の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

⑫防災体制 １ ２ ３ ４ ５ 

⑬防犯体制・治安 １ ２ ３ ４ ５ 

⑭自然環境 １ ２ ３ ４ ５ 

⑮まちなみ・景観 １ ２ ３ ４ ５ 

⑯地域のつながり（横のつながり） 1 2 3 4 5 

 

問８ 宛名のお子さんは何年生ですか。（平成 27 年●月●日現在）（○は１つ） 

１．小学校１年生 ２．小学校２年生 ３．小学校３年生 

 

問９ 宛名のお子さんを含めて、お子さんは何人いらっしゃいますか。 

（○は１つ） 

１．１人 ３．３人 ５．５人以上 

２．２人 ４．４人  

 

問 10 宛名のお子さんのご両親の年齢を教えてください（平成 27 年●月●日現在）

（それぞれ○は１つ） 

子どもの父親 子どもの母親 

１．20 歳未満 

２．20～29 歳 

３．30～39 歳 

４．40～49 歳  

５．50～59 歳  

６．60 歳以上 

７．父親はいない  

１．20 歳未満 

２．20～29 歳 

３．30～39 歳 

４．40～49 歳  

５．50～59 歳  

６．60 歳以上 

７．母親はいない  
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問 11 現在、宛名のお子さんが一緒に住んでいる方はどなたですか。宛名のお子さ

んからみた関係でお答えください。（○はいくつでも） 

１．宛名の子どもの父親  

２．宛名の子どもの母親  

３．宛名の子どもの兄弟姉妹  

４．宛名の子どもの祖父  

５．宛名の子どもの祖母 

６．宛名の子どものおじ・おば 

７．その他（                ） 

 

問 12 宛名のお子さんを含めて、現在一緒に住んでいるのは何人ですか。 

（○は１つ） 

１．１人 ４．４人 

２．２人 ５．５人 

３．３人 ６．６人以上 

 

問 13 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている人はどなたですか。

宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（○は１つ） 

１．宛名の子どもの父親と母親が同じくらい  

２．宛名の子どもの父親  

３．宛名の子どもの母親  

４．宛名の子どもの祖父 

５．宛名の子どもの祖母 

６．その他（                ） 

 

問 14 あなたは、家庭での育児や家事は、だれの役割だと思いますか。（それぞれ

○は１つ） 

育児・教育 家事 

１．子どもの父親の役割である 

２．基本的に父親の役割であり、母親はそ

れを手伝う程度 

３．父親も母親も同様に行う 

４．基本的に母親の役割であり、父親はそ

れを手伝う程度 

５．子どもの母親の役割である 

６．どちらか、できる方がすればよい 

７．その他（            ） 

８．わからない  

１．子どもの父親の役割である 

２．基本的に父親の役割であり、母親はそ

れを手伝う程度 

３．父親も母親も同様に行う 

４．基本的に母親の役割であり、父親はそ

れを手伝う程度 

５．子どもの母親の役割である 

６．どちらか、できる方がすればよい 

７．その他（            ） 

８．わからない  
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問 15 宛名のお子さんのご両親の現在の就労状況をうかがいます。自営業、家族従

業者を含みます。（それぞれ○は１つ） 

子どもの父親 子どもの母親 

１．フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8

時間程度の就労）で就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8

時間程度の就労）で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」

以外の就労）で就労しており産休・育

休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」

以外の就労）で就労しているが、産

休・育休・介護休業中である  

５．以前は就労していたが、現在は就労し

ていない  

６．これまで就労したことがない 

７．父親はいない  

１．フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8

時間程度の就労）で就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8

時間程度の就労）で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」

以外の就労）で就労しており産休・育

休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」

以外の就労）で就労しているが、産

休・育休・介護休業中である  

５．以前は就労していたが、現在は就労し

ていない  

６．これまで就労したことがない 

７．母親はいない  

 

問 16-１ あなたは、理想的な子どもの数は何人だと思いますか。また、実際に、

全部で何人のお子さんを、もつおつもりですか。（それぞれ人数を記入） 

①理想的な子どもの人数 ②もつつもりの子どもの人数 

 

             人 

 

             人 

 

問 16-２ 問 16-１で「②もつつもりの子どもの人数」が、「①理想的な子どもの人

数」より少ない方にうかがいます。それはどうしてですか。（○はいくつでも） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．自分または配偶者の仕事（勤めや家業）に差支えるから 

４．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６．高年齢で出産するのはいやだから 

７．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

８．自分または配偶者の健康上の理由から（メンタル面を含む） 

９．ほしいけれどもできないから 

10．配偶者の家事・育児への協力が得られないから 

11．配偶者が望まないから 

12．末子が自分（配偶者）の定年退職までに成人してほしいから 

13．その他（                      ） 
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問 17-１ あなたは子育てで疲れること、不安に思うこと、悩んでいることはあり

ますか。（○は１つ） 

１．ある  【問 17-２へ】 

２．ない  【問 18 へ】 

 

問 17-２ 問 17-１で「１．ある」と答えた方にうかがいます。 

子育てで疲れること、不安に思うこと、悩んでいることであてはまるものに

○をつけてください。（○はいくつでも） 

１．子どもとのコミュニケーション  

２．子どものしつけ     

３．子どもの進路・将来  

４．子どもの友人関係  

５．子どものいじめ  

６．子どもの不登校・ひきこもり・中退  

７．子どもの非行・暴力  

８．子どもの友人の保護者との関係  

９．家事  

10．家計  

11．介護  

12．夫や妻（あるいはそれに準ずる人）との関係 

13．いわゆる「舅・姑」「婿・嫁」との関係 

14．自分の親との関係 

15．同居家族（子ども以外）からの暴力 

16．近所づきあい 

17．町内会の活動 

18．自分（配偶者）の仕事 

19．自分の体調 

20．その他（                       ） 
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問 18 結婚、男女関係、家庭、子どもをもつことについてはいろいろな考えがあり

ますが、それぞれについてあなたご自身はどのようにお考えでしょうか。そ

れぞれの右の欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

 １ 
まったく
賛成 

２ 
どちらか
といえば
賛成 

３ 
どちらか
といえば
反対 

４ 
まったく
反対 

①生涯を独身で過ごすというのは、望まし

い生き方ではない 
１ ２ ３ ４ 

②男女が一緒に暮らすなら結婚すべきであ

る 
１ ２ ３ ４ 

③どんな社会においても、女らしさや男ら

しさはある程度必要だ 
１ ２ ３ ４ 

④結婚しても、人生には結婚相手や家族と

は別の自分だけの目標をもつべきである 
１ ２ ３ ４ 

⑤結婚したら、家庭のためには自分の個性

や生き方を半分犠牲にするのは当然だ 
１ ２ ３ ４ 

⑥結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守

るべきだ 
１ ２ ３ ４ 

⑦結婚したら、子どもはもつべきだ １ ２ ３ ４ 

⑧少なくとも子どもが小さいうちは、母親

は仕事をもたず家にいるのが望ましい 
１ ２ ３ ４ 

⑨いったん結婚したら、性格の不一致くら

いで別れるべきではない 
１ ２ ３ ４ 

⑩結婚していなくても、子どもをもってか

まわない 
１ ２ ３ ４ 

⑪子どもがいなくても（できなくても）、夫

婦で仲良くやっていける 
1 2 3 4 

⑫子どもが授からない夫婦の気持ちの理解

や支援をするべきだ 
1 2 3 4 

⑬同性婚についてもっと理解すべきだ 1 2 3 4 
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問 19 あなたのご家庭では、お子さんに対して、次のことをしていますか。それぞ

れの右の欄のあてはまる番号に○をつけてください。 

 １ 
あて 
はまる 

２ 
どちらか 
といえば 
あてはまる 

３ 
どちらかと
いえば 

あてはまら
ない 

４ 
あてはまら

ない 

 

①決まった時刻に起きるよう（起こすよ

う）にしている 
１ ２ ３ ４  

②決まった時刻に寝かせるようにして

いる 
１ ２ ３ ４  

③毎日子どもに朝食を食べさせている １ ２ ３ ４  

④平日、夕食をいっしょに食べている １ ２ ３ ４  

⑤家事を手伝わせるなど家族の一員と

しての役割を与えている 
１ ２ ３ ４  

⑥自分でできることは自分でさせてい

る 
１ ２ ３ ４  

⑦子どものプライバシーを尊重してい

る 
１ ２ ３ ４  

⑧テレビゲームで遊ぶ時間を限定して

いる 
１ ２ ３ ４ 

５ 
ﾃﾚﾋﾞｹﾞｰﾑを 
持たせて 
いない 

⑨携帯電話やスマートフォンの使い方

についてルールや約束を作っている 
１ ２ ３ ４ 

５ 
携帯電話やｽﾏ
ｰﾄﾌｫﾝを持た
せていない 

⑩目的達成や結果に結びつかなくても、

頑張った過程を認めてほめるように

している 

1 2 3 4  

⑪問題が生じたときに「どんなときもあ

なたの味方だよ」と伝えている 
1 2 3 4  

⑫子どもの話を真剣に聞いている 1 2 3 4  

⑬子どもと向き合う時間を少しでも作

っている 
1 2 3 4  

⑭お手伝いや何かしてくれたとき、「あ

りがとう」と伝えている 
1 2 3 4  

⑮よいことをしたらほめて、悪いことを

したら叱っている 
1 2 3 4  

⑯子どもが小さい頃、絵本の読み聞かせ

をした 
１ ２ ３ ４  

⑰子どもの勉強に関心をもっている １ ２ ３ ４  

⑱子どもが英語や外国の文化に触れる

よう意識している 
１ ２ ３ ４  

⑲子どもが自然に触れる機会をつくっ

ている 
１ ２ ３ ４ 

５ 
機会をつくら
なくても自然
に触れている 
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問 20 宛名のお子さんが、普段、放課後に過ごす場所、遊ぶ場所や施設等は次のど

こですか。（○はいくつでも） 

１．自分の家  10．塾や習い事の教室  

２．友だちの家 11．お店（コンビニなど）  

３．親せきの家 12．ゲームセンター 

４．公園 13．学童保育所 

５．空き地 14．放課後子ども教室・ほうかごキッズ 

６．川・林・池 15．児童館 

７．家の周り 16．その他（           ） 

８．学校 17．わからない 

９．図書館 

 

問 21 宛名のお子さんの門限を決めていますか。（○は１つ） 

１．音楽が流れる時間（夏季 17：30、冬季 16：30）  

２．午後６時より前  

３．午後６時ごろ  

４．午後７時ごろ  

５．午後８時ごろ 

６．午後９時ごろかそれ以降 

７．日没ごろ 

８．決めていない 

 

問 22 宛名のお子さんに、お小遣いを渡していますか。（○は１つ） 

１．決まった額を定期的に渡している 

２．必要なときに、必要な金額を渡している 

３．学校の成績が良かったときやお手伝いをしてくれたときに、ごほうびとして渡し

ている 

４．現金を渡すことはない 

５．その他（               ） 

 

  



10 

問 23-１ 宛名のお子さんに、どの段階の学校まで進んでほしいと思っていますか。

（○は１つ） 

１．義務教育まで  ５．大学まで 

２．高校まで ６．大学院まで 

３．専門学校・各種学校まで ７．本人の希望に応じて 

４．短期大学・高等専門学校まで ８．その他（           ） 

 

問23-２ 問23-１について、そう思われる最も大きい理由は何ですか。（○は１つ） 

１．子どもがそう希望しているから   

２．一般的な進路だから  

３．子どもの学力から考えて  

４．保護者としての希望  

５．家庭に経済的な余裕がないから 

６．その他（                    ） 

７．特に理由はない 

 

問 24 子育てをする人にとって、地域の支えは重要だと思いますか。（○は１つ） 

１．とても重要だと思う  ４．あまり重要ではないと思う 

２．やや重要だと思う ５．まったく重要ではないと思う 

３．どちらともいえない ６．わからない 

 

問 25 地域で子育てを支えるために重要だと思うことはどんなことですか。 

（○はいくつでも） 

１．子育てに関する悩みについて気軽に相談できる人や場があること  

２．子育てをする親同士で話ができる仲間づくりの場があること 

３．子育てに関する情報を提供する人や場があること 

４．子育て家庭の家事を支援する人や場があること 

５．不意の外出や親の帰りが遅くなった時などに子どもを預かる人や場があること 

６．子どもと一緒に遊ぶ人や場があること 

７．子どもにスポーツを教える人や場があること 

８．子どもに勉強を教える人や場があること 

９．地域の伝統文化を子どもに伝える人や場があること 

10．子どもに職業体験や人生経験を伝える人や場があること 

11．学校以外で人とのつながりや社会のルールを学べる場があること 

12．地域で動植物にふれあう機会があること 

13．小中学校の校外学習や行事をサポートする人がいること 

14．子どもの防犯のための声かけや登下校の見守りをする人がいること 

15．子どもと大人が一緒に参加できる地域の行事やお祭りなどがあること 

16．その他（                    ） 

17．特にない 

18．わからない 
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問 26 今後の子育て支援施策として、特に実施してほしいと思うものを５つまで選

んでください。（○は５つまで） 

１．子育て家庭への手当の支給や税制優遇措置の充実  

２．保育園、幼稚園や学童保育所の費用負担の軽減の充実 

３．未就園児の自宅保育の経済的負担への支援 

４．出産費用の負担軽減の充実 

５．子育て家庭への住宅の確保や家賃の補助 

６．しょうがい児保育及びしょうがい児のいる家庭への援助の充実 

７．あらゆるマイノリティ※１への理解や支援の充実 

８．ひとり親家庭への援助の充実 

９．虐待やＤＶへの支援の充実 

10．育児について身近に相談できる体制の充実 

11．情報誌やインターネットなどによる子育て情報の提供の充実 

12．妊婦健診の充実 

13．夜間の小児救急医療の充実 

14．育児休業制度の充実 

15．子育て講座等学習の機会の充実 

16．性に関する学習の機会の充実 

17．子ども連れでもでかけやすい安全な道路、公園、交通機関等の整備の推進 

18．育児サークルへの支援の充実 

19．子育て支援サービスの利用手続きの簡略化 

20．男女共同参画の意識啓発の推進 

21．食品の安全性の確保の推進 

22．地球温暖化等の環境汚染に対する対策の推進 

23．ほうかごキッズの充実 

24．ＡＳＳ※2などの放課後学習支援の充実 

25．防犯や子どもを犯罪から守るための対策の充実 

26．いじめや不登校などへの相談・支援体制の充実 

27．その他（                    ） 

28．特にない 

29．わからない 

※１「マイノリティ」とは、ここでは、社会的な偏見や差別を受けたり、社会的に弱い立場に
ある人を指します。 

※２「ＡＳＳ」とは、アフタースクールサポート（放課後学習支援教室）のことで、小学校５・
６年生の希望者を対象に、小学校の放課後毎週２日ずつ、国語と算数を教員経験者など
が指導するもの。平成 26 年度に４校で開始しています。 
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問 27 国立市に望むことや、結婚や子育て、少子化、人口問題などについて、自由

にご記入ください。 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


